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１．調査概要 

１）調査目的 

 湾奥部などの閉鎖性海域では、高度経済成長の副産物として昭和４０年代に工場排水や農業・生活排水等

の流入によって海底に堆積した種々の汚染物質が底質・水質悪化の原因となっている。従来の対策工法とし

て用いられてきた浚渫や覆砂の事業化が困難になりつつある現状を背景として、有効微生物を利用したバイ

オ技術により海底に堆積したヘドロを分解する底質浄化工法の適用可能性について、検討を行った。 

 ２）調査方法 

 調査は、まず主として陸域での土壌改良や淡水域での底質浄化に使われている有効微生物を利用した浄化

材を海域での底質浄化に適用した場合の可能性を検討し、浄化材の基本的な浄化効果把握のための室内実験

を行った。次のステップとして、適用条件と浄化効果の関係を求めるため、適用条件を想定し、各条件下で

の浄化効果を確認する室内実験を行った。最後に２回の室内実験の結果を受けて、実海域における浄化効果

を検証するための実海域実験を行った。 

２．浄化効果把握実験 

１）実験ケース 

 実験は、石灰、２種類の浄化材、浚渫固化土、

コントロールの５ケースとし、微生物を用いた

浄化材が最も効果を上げると考えられる条件を

設定して約６ヶ月間実施した。 

実験ケースを表－１に示す。ケース１は比較対象のためのコントロール、ケース２は従来より施工実績の

多い石灰を比較のため用い、ケース３、ケース４はバチルス菌を火成岩、ゼオライトに浸透させた市販の浄

化材、ケース５は浚渫土にセメントを添加固化させた人工砂利である。 

 ２）実験方法 

実験は、図－１に示すアクリル製カラム水槽内に大阪湾で採取した底泥を敷き

詰め、底泥表面に浄化材を散布後、海水を注入した。実験装置は暗室に静置し、

６時間毎に３０分間曝気を行った。また、微生物への悪影響を考慮して１ヶ月毎

に海水交換を行った。交換した海水は、いずれも前日に採取したものを用いた。 

 ３）実験結果 

 原泥と１、２、４、６ヶ月目に採取した底泥について、ＯＲＰ、ＩＬ、含水率、

Ｔ－Ｐ、Ｔ－Ｃ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｓ及び好気・嫌気性菌数の分析を行った。 

分析の結果、浄化材については、Ａ、Ｂ共に底質の表層部分に含有される栄養

塩類をある程度除去できる可能性が見いだせた。石灰については、リンに対する

効果のみしか確認されず、また嫌気的環境が持続することから、浄化効果が見い

だせなかった。 
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３．季節・施工条件設定実験 

１）実験ケース 

 本実験では、浄化材の適用条件と効果の関係を明らかにするため 

夏季と冬季の季節条件、散布と混合の施工条件を想定した実験を行 

った。実験は、浄化効果把握実験と同様、アクリル製カラム水槽を 

用いて３ヶ月間実施した。浄化材は、浄化効果把握実験で用いた２ 

種類の浄化材のうち、材料の供給体制等が整っている浄化材Ｂを選定した。実験ケースを表－２に示す。 

 ２）実験結果 

 採泥は、初期、中間期（１．５月目）、最終期 

（３月目）の３回行い、浄化効果把握実験と同じ 

項目について分析を行った。主な項目の分析結果 

は以下のとおりである。 

○ 強熱減量（ＩＬ）（図－２、図－５） 

夏季においては、散布・混合した２ケースとも 

にコントロールに比べ低くなる傾向であった。 

冬季においては、変化が見られなかった。 

○ 全リン（Ｔ－Ｐ）（図－３、図－６） 

夏季においては、散布・混合した２ケースとも 

にコントロールに比べ低下した。 

冬季においては、混合したケースで若干コント 

ロールより低い傾向であった。 

○好気性菌数（図－４、図－７） 

夏季においては、曝気したケースが最も多かった。また、コントロールに対し混合のケースでは多いが、 

散布のケースでは少なかった。冬季においては、混合したケースで若干多かった。 

３）室内実験のまとめ 

 一連の室内実験の結果、有効微生物を利用した浄化材は一定の条件下では浄化効果が期待できるという結 

論を得た。また、施工条件を考慮した実験より、夏季においては浄化効果が期待できるが、冬季においては 

浄化効果が確認できなかった。これはバクテリアが低温域での活性が低いことに起因すると考えられる。 

４．実海域実験 

 １）実験ケース 

 実海域における浄化材の効果を検証するための実験を行っ 

た。実験は、底質の有機汚濁状況等から呉港を実験場所に選 

定し、使用する浄化材は、季節・施工条件設定実験と同じ浄化材Ｂとし、平成１３年７月末から４ヶ月間実 

施した。実験ケースは、ケース１を初回のみ散布、ケース２を１ヶ月毎の毎月散布、ケース３をコントロー 

ルとし、それぞれ１区画（３ｍ×３ｍ）を割り当てた。実験ケースを表－３に示す。 

 ２）実験結果 

海底面に浄化材を散布して４ヶ月間底質の性状変化を測定したが、局部的な底質の性状の違いや季節変動

が大きいため、浄化材による効果と底質性状の差異を判別できなかった。 

５．結論 

実海域での浄化効果検証実験の結論は出せなかったが、２回の室内実験の結果からは浄化効果が確認でき

たことから、有効微生物を用いた底質浄化工法の実用化の可能性はあると言える。今後、実用化に向けては

より確実に浄化効果を確認するため、種々のケースを想定した浄化効果検証試験を行う必要がある。 
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